
平成２５年１１月１日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H25.10.31現在）

平成25年度（今年度）

平成24年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「10月発生件数」は、10/1～10/31の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成25年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。
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※なお、平成２１年度工事事故より、国の管理物損傷事故件数を措置の対象としている。

※今回掲載している工事事故事例（別紙）は、７件分です。８件目の事例（別紙－８）については、

原因・対策等を調査中のため、未掲載です。



●平成２５年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）

平成21年度 累計
(月毎)

平成22年度 累計
(月毎)

平成23年度 累計
(月毎)

平成24年度 累計
(月毎)

平成25年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  遠藤・桑田　　（TEL　０４８－６００－１３３２）
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‥Ｈ２５年度重点的安全対策項目



別紙－１
発生日時 平成 25 年 10 月 3 日 （ 木 ） 14 時 30 分
工事情報
被災の状況

事故概要 建物のスラブを解体中、機器の配線を切断したもの。

天候 晴
営繕系事務所　　建築工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 機器配線切断

公衆損害－第三者の負傷・第三者車両に対する損害

事故発生状況事故発生状況

・解体中に配管が確認されたため、電圧計にて通電しているか確認し、その結果電
流が流れていない事を確認したので、すでに撤去された機器の配線と思い電線カッ
ターにて、切断した。

・切断した結果、その配線は使用していた配線だった為、機械が作動しなくなった。

・テスターは故障しており、使用前のテスターの点検を実施していなかった。

【事故発生原因】
・スラブ内の配線に関する注意不足
・テスターの点検未実施

など

【事故防止のポイント】
・配線があると予想される場合には、慎
重に作業を実施する。
・テスターの使用前点検を実施する。

など



別紙－２
発生日時 平成 25 年 10 月 4 日 （ 金 ） 9 時 40 分
工事情報
被災の状況 性別

天候

年齢 職種

曇
道路系事務所　　一般土木工事

被災の程度

事故概要 橋梁上部工に添架物（水道管等）設置作業が終了し、張り出し足場を解体中、張り出し足場か
ら枠組足場へ移動する際、作業員が足場から墜落し負傷したもの。

男 24 とび工 第12胸椎・第１腰椎脱臼骨折（全治３ヶ月）

【事故防止のポイント】

・安全帯の使用。

・墜落防止の安全教育の徹底。

など

事故発生状況

【事故発生原因】
・安全帯を使用していなかったため。

など

労働災害－墜落

・張り出し足場の解体作業中、被災者は張
り出し足場の足場板を安全帯を使用しなが
ら外側から順に取り外していった。

・最後の１枚の足場板を枠組み足場側から
撤去するため、枠組足場へ移動しようとし
た際、使用していた安全帯を一時的に外し
て移動をした。

・そのときに、足場板が滑り、足場上から落
下し、被災した。

・①から順番に撤去。

・⑤を撤去するため、枠組

足場に移動しようとした

ところ、⑤の足場板が

滑って、被災者が墜落



別紙－３
発生日時 平成 25 年 10 月 4 日 （ 金 ） 11 時 55 分
工事情報
被災の状況 職種 被災の程度

男 右足スネ開放骨折（全治６週間）49 ボーリング助手

事故概要 斜面においてモノレール架設作業中、斜面上部の浮き石（φ７０ｃｍ大）が転がり、モノレール
部材に衝突。その際、モノレール部材と地面の間に作業員の右足が挟まれ、負傷したもの。

天候 晴
河川系事務所　　地質調査業務

性別 年齢

労働災害－その他労働災害

事故発生状況事故発生状況

・地質調査ボーリングが完了
し、機材を搬出する作業を行う
ために、台風で損壊した部分
のモノレールを撤去し再設置
するため、新しいモノレール部
材を運搬中であった。

・被災者は交換用モノレール
を両手で保持していた。 その
際、被災者の左側にあった
φ70cm大の浮石が崩落した。

・浮石は被災者が持っていた
モノレール部材左側に衝突
し、その勢いで被災者が転
倒。浮石は、モノレール部材
左端をヒンジとして作用し、モ
ノレールに沿って落下した。

・浮石衝突の重みでモノレー
ルのラック歯が被災者の右足
スネに強く押し付けられ、その
結果、右足スネ上部に開放骨
折を負った。

【事故発生原因】
・降雨後の浮き石の点検が不十分で
あった。

など

【事故防止のポイント】
・降雨後など、斜面の浮き石の挙動が
不安定になると予想される時は作業前
に点検を行い、落下の恐れがある土石
などを除去する。

など



別紙－４
発生日時 平成 25 年 10 月 7 日 （ 月 ） 14 時 20 分
工事情報
被災の状況

事故概要 標識基礎設置のため、バックホウで床堀作業をしていたところ、埋設してあった通信ケーブル
用の配管をバックホウのつめに引っ掛けて切断したもの。

天候 晴
公園系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 通信用配管切断

公衆損害－地下埋設物件損傷

事故発生状況事故発生状況

・標識基礎設置床堀作業中、バッ
クホウ0.1ｍ3級で埋設通信配管
FEP50をバックホウで切断した。

・事前に埋設系統を配管図、HH
の位置で確認し、切断した通信
配管系統はHHの中心線より約70
ｃｍ程度離れており掘削予定断
面内にある可能性が低いと判断
した。

・今回切断系統とは別系統の低
圧配管がVS沿いに埋設してある
ことが図上及び露出していた配
管で確認でき、その方が危険だと
判断し、人力先行で掘削してい
た。

・しかし低圧配管の埋設シートが
確認できず露出した低圧配管よ
りも深く掘削しても低圧配管が出
ないので埋設配管がないと思
い、人力掘削作業員を他の作業
につけ機械掘削をし掘削予定断
面にはないと想定した通信配管
を切断した。

・当該箇所における試掘は実施し
ていなかった。

【事故発生原因】
・地下埋設物に対する注意不足。

など

【事故防止のポイント】
・地下埋設物がある場所での作業は、
慎重に実施する。

など



別紙－５
発生日時 平成 25 年 10 月 19 日 （ 土 ） 9 時 15 分
工事情報
被災の状況

事故概要 付替道路の路床掘削作業時に、転石除去中にバックホウにて既設水道管を切断したもの。

天候 晴
河川系事務所　　一般土木工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 水道管損傷

・事故当日は現場にて8:00よ

り朝礼及びKYを行った後、

国道現道脇にて路床掘削を

行う予定であった。

・路床掘削箇所付近に送水

管φ40mmが埋設されている

ことから送水管を露出確認

する為、監視兼手元作業員

を配置し、転石が多いので

ﾊﾞｯｸﾎｳにて表面の転石を除

去していた。

・その際、仮設切廻し送水管

(φ40mmﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管)を切断

させてしまった。

・転石を人力掘削での除去

が困難であると判断し、機械

で除去を行った。

・当該箇所における試掘は

実施していなかった。

【事故発生原因】
・地下埋設物に対する注意不足。

など

【事故防止のポイント】
・地下埋設物がある場所での作業は、慎重に実施
する。

など

公衆損害－地下埋設物件損傷

事故発生状況



別紙－６
発生日時 平成 25 年 10 月 19 日 （ 土 ） 9 時 50 分
工事情報
被災の状況

－ － － 照明柱損傷
事故概要 路面切削作業中、下り車線センター側の路面切削完了後、路肩側の路面切削を行う為、切削

機が施工起点側に移動中、照明灯の支柱部分に切削廃材積込用ベルトコンベアが接触し、照
明灯支柱を損傷させたもの。

天候 晴
道路系事務所　　維持修繕工事

性別 年齢 職種 被災の程度

・施工起点側に戻る際、ベルトコンベ

アを上り線側に出さない様、ベルトコ

ンベアを歩道側に振り後退させてい

た。

・作業員の声掛けにより照明灯への

接触に気が付いたオペレーターがベ

ルトコンベアを車道側へ戻そうとした

際、誤ってベルトコンベア操作レバー

と前進レバーを同時に動かしベルトコ

ンベアで照明灯支柱を押し込み傾け

させた。

・歩道や路肩等にある付属物には明

示をしていなかった。現場状況を踏ま

えていない手順書だった。

【事故発生原因】
・周辺構造物に対する注意不足

など

【事故防止のポイント】
・作業前に現地をよく確認し、注意喚起
等、必要な安全措置を実施する。

など

公衆損害－その他公衆損害

事故発生状況事故発生状況



別紙－７
発生日時 平成 25 年 10 月 28 日 （ 月 ） 22 時 3 分
工事情報
被災の状況

事故概要 バックホウにて既設照明灯基礎部を掘削作業中、信号機ケーブル用埋設配管を引き上げてし
まい、信号機１機が不点灯となったもの。

天候 晴
道路系事務所　　維持修繕工事

性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 信号機ケーブル引き抜き

・バックホウにて既設照明灯基礎部を

掘削作業中、 警察管理の信号機

ケーブル用埋設配管（FEP管φ約50

を引き上げてしまい、信号機１機が一

時不点灯となり、その２分後交差点内

すべての信号が点滅に切り替わっ

た。

・埋設配管を引き上げた拍子で、信号

柱下部の端子台からケーブルが５本

抜け落ちてしまったので、再接続する

ことで、交差点内の信号機すべてが

復旧した。

・埋設管路（FEP管）が損傷。中のケー

ブルには損傷なし。

・図面等による事前確認を実施した

が、埋設深さの詳細は不明であり、信

号機近くのハンドホールで確認したと

ころ、５５ｃｍ付近にケーブルが確認で

きたので、４０ｃｍから手掘での作業を

予定していたが、実際の埋設深さ３０

ｃｍであったため、引っ掛けてしまっ

た。

・当該箇所における試掘は実施してい

なかった。

【事故発生原因】
・地下埋設物に対する注意不足。

など

【事故防止のポイント】
・地下埋設物がある場所での作業は、慎
重に実施する。

など

公衆損害－地下埋設物件損傷

事故発生状況事故発生状況

深さ

３０

ｃｍ

バックホウで配管を引き上げた

ケーブルを引き上げてしまい、端子

台から外れてしまった。


